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 河川維持管理の現場では、近年、管理施設の老朽化等が原因と思われる不具合の増加がみら

れ，昨今の戦略的な維持管理・更新の推進も鑑み，河川構造物の不具合発見のため管理を担当

する職員への堤防等点検技術向上の必要性が高まっている． 
淀川河川事務所では，これらの状況を踏まえて、点検技術力向上に向けた取組みとして防災

エキスパートとの合同点検を実施した． 
 本稿では，堤防及び河川管理施設点検の現状と課題について概説するとともに防災エキスパ

ートとの合同点検の取組み内容、結果を報告するものである． 
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1.  はじめに 

淀川河川事務所(以下、「当事務所」という。)の管理

する堤防は、近代治水工事の始まりでもある明治時代よ

り本格的な連続堤が築かれ、その後も災害を受けては逐

次強化を重ねてきた経緯がある．(図-1) 

決壊した区間では新規に堤防が築造され、他の区間で

は再度災害を防止するため補強を行ってきた． 

また、その時々で堤体材料や施工方法が異なるため、

堤体の強度が不均一であり、しかもその分布が不明であ

る． 

 

図-1 淀川堤防の変遷 

河川堤防の機能を維持していくには、堤防や河川管理

施設に生じた変状を把握し、評価しながら必要な対策を

実施していく必要があるが、こうした不確実性を内在せ

ざるを得ない構造物の特徴を踏まえた対策を講じなけれ

ばならない． 

 平成25年度の河川法一部改正により、堤防等河川管理

施設の維持管理が明確化され、政省令において点検の方

法や点検を踏まえた適切な修繕など、維持または修繕に

関して最低限必要な技術的基準も策定された． 

しかしながら、いくら管理技術の基準化が進んだとし

ても、現場において的確に技術的な判断を行うためには、

河川管理の特質を理解し豊富な経験を有する技術者の知

見が必要となる． 

 当事務所においても、近年管理施設の老朽化等が原因

と思われる不具合発生の増加がみられ、管理を担当する

職員への堤防等点検技術力向上の必要性が高まっている． 

ここでは、堤防等河川管理施設点検の現状と課題につ

いて概説するとともに、防災エキスパートとの合同点検

の取組み内容、結果を報告する． 

2.  点検評価の現状と課題 

(1)点検評価の概要  

 河川砂防技術基準維持管理編（河川編）1)において、

堤防等河川管理施設の効率的・効果的な維持管理を行う

ためPDCAサイクルの実施を定めている．(図-2) 

 

別紙―２

図-2 堤防等河川管理施設及び河道の点検評価フロー 
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写真-1 現
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 図-8 参考図
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